
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

い
よ
い
よ
押
し
迫
り
ま
し

た
。 

明
日
は
、
い
よ
い
よ
新
年
、
平
成
二
十
八
年

で
す
。 

本
日
の
夕
刻
、
大
晦
日
（
お
お
つ
ご
も
り
）

の
大
祓
式
（
お
お
は
ら
い
し
き
）
と
除
夜
祭
（
じ
ょ

や
さ
い
）
を
御
奉
仕
申
し
上
げ
。
本
年
の
全
て
の
神

事
を
滞
り
な
く
執
り
収
め
ま
す
。 

私
に
と
り
ま
し

て
、
宮
司
就
任
以
来
、
十
一
回
目
の
迎
春
（
げ
い
し

ゅ
ん
）
と
な
り
、
感
慨
（
か
ん
が
い
）
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

こ
れ
も
偏
（
ひ
と
え
）
に
、
沢
山
の

方
々
の
お
支
え
と
御
援
助
の
た
ま
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

神
職
の
使

命
は
、
一
つ
は
、「
神
明
奉
仕
（
し
ん
め
い
ほ
う
し
）」

で
、
ひ
た
す
ら
に
、
祭
典
行
事
に
お
勤
め
を
す
る
こ

と
で
す
。 

さ
ら
に
、「
清
掃
奉
仕
」、
御
社
殿
（
ご

し
ゃ
で
ん
）
は
、
言
う
ま
で
も
無
く
、
神
域
（
し
ん

い
き
）
の
美
化
に
心
が
け
る
こ
と
で
す
。 

も
う
一

つ
は
、「
社
会
奉
仕
」、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
責

務
を
果
た
す
こ
と
な
の
で
す
。 

い
わ
ば
、
鳥
居
の

内
も
外
も
、
隈
（
く
ま
）
な
く
、
弛
（
た
ゆ
）
ま
ぬ

努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
の
が
、
私
の
使
命
な

の
で
す
。 

も
っ
と
も
っ
と
謙
虚
に
御
奉
仕
申
し
上

げ
な
け
れ
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ 

     

で
す
。 

毎
月
一
回
発
行
の
、
彦
島
八
幡
宮
宮
司
ニ

ュ
ー
ス
と
銘
打
っ
て
発
行
を
始
め
た
宮
司
プ
レ
ス
、

半
年
遅
れ
を
挽
回
（
ば
ん
か
い
）
し
よ
う
と
四
苦
八

苦
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
発
行
十
年
を
迎
え
る
歴

史
の
な
か
で
、
月
に
二
回
発
行
し
た
の
は
、
平
成
二

十
五
年
の
十
一
月
に
続
い
て
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
、
一
ヶ
月
挽
回
の
五
ヶ
月
遅

れ
の
第
百
十
号
の
発
行
で
す
。 

◇
先
月
号
で
も
詳
し
く
記
載
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

戦
後
七
十
年
の
年
で
し
た
。 

大
東
亜
戦
争
（
だ
い

と
う
あ
せ
ん
そ
う
）
に
お
い
て
、
世
界
最
大
の
工
業

国
ア
メ
リ
カ
相
手
に
戦
い
、
敗
戦
後
、
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
、
そ
の
工
業
国
に
追
い
つ
く
苦
労
は
、
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
、
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

欧
米
工
業
の
単
な
る
模
倣
（
も
ほ
う
）
で
は
な
く
、

日
本
人
の
勤
勉
・
精
密
・
職
人
精
神
・
努
力
等
の
特

性
を
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の
集
団
協
力
の
中
で
生

か
す
日
本
の
独
自
性
が
花
開
い
た
の
で
す
。 

そ
の

日
本
人
の
す
ぐ
れ
た
力
に
よ
っ
て
、
奇
跡
的
な
復
活

復
興
を
成
し
遂
げ
、
今
日
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か
。 

 

◇
十
八
世
紀
半
ば
に
起
こ
っ
た
産
業
革
命
の
時
代

を
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
マ
シ
ン
エ
イ
ジ
」
と
し
た
上
で
、

コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
た
機
械
が
起
こ
し
つ
つ
あ
る
現
在
の
変
化
の
時

代
を
「
セ
カ
ン
ド
・
マ
シ
ン
エ
イ
ジ
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

そ
の
フ
ャ
ー
ス
ト
・
マ
シ
ン

エ
イ
ジ
で
、
蒸
気
機
関
が
肉
体
労
働
に
取
っ
て
代
わ

っ
た
よ
う
に
、
今
は
、
機
械
が
知
的
労
働
を
代
替
（
だ

い
が
え
）
使
用
と
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

三

十
年
後
の
西
暦
二
千
四
十
五
年
に
は
、
人
間
を
超
え

る
人
工
知
能
が
完
成
す
る
と
い
う
研
究
も
あ
る
そ

う
で
す
。 

い
わ
ゆ
る
第
四
次
産
業
革
命
、「
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
４
．
０
」、
ド
イ
ツ
が
最
先
端
を
は
し

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

戦
後
の
復
興
を
成
し
遂
げ

た
奇
跡
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
素
晴
ら
し
い
特
性
、

力
を
見
失
う
こ
と
な
く
、「
セ
カ
ン
ド
・
マ
シ
ン
エ

イ
ジ
」「
第
四
次
産
業
革
命
」
に
も
、
キ
ャ
チ
ア
ッ

プ
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

◇
さ
て
、
来
年
、
平
成
二
十
八
年
の
干
支
（
え
と
）

は
、「
丙
申
（
ひ
の
え
さ
る
）」
で
、
申
年
で
す
。 

「

丙
」
は
、
は
か
り
の
柄
（
え
）
の
形
で
も
あ
り
、
机

を
象
っ
た
も
の
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

十
干
の
三
番

目
、
五
行
で
は
火
に
配
さ
れ
ま
す
。 

「
あ
き
ら
か

」
や
「
つ
よ
い
」
の
意
味
を
も
ち
ま
す
。 

確
か
に

、「
丙
午
」
な
ど
は
、
激
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
申
」
は
、
十
二
支
で
は
、

第
九
位
、
方
位
は
西
南
西
で
、
時
刻
は
午
後
四
時
あ

る
い
は
、
そ
の
前
後
二
時
間
、
季
節
で
は
旧
暦
の
七
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月
を
指
し
ま
す
。 

 

動
物
で
は
、
猿
を
あ
て
て
い

ま
す
。 

申
の
象
形
は
、
電
光
が
斜
め
に
屈
し
て
走

る
形
で
、
屈
伸
の
意
味
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
が
、
天

神
の
現
れ
る
姿
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

神
と
い
う

字
は
、
申
が
多
義
化
し
て
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

「
丙
申｣

の
年
は
、
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
と
、
善

悪
が
相
半
ば
で
も
あ
り
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
六
十

年
ま
え
の
「
丙
申｣

の
年
は
、
神
武
景
気
に
沸
き
た

ち
、「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
書
か
れ
流
行
語

に
な
り
ま
し
た
し
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪

、
神
戸
が
政
令
指
定
都
市
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

こ
の
平
成
の
「
丙
申
」
は
、「
も
は
や
○
○
で
は

な
い
」
の
○
○
を
な
ん
と
た
と
え
る
べ
き
で
し
ょ
う

。 
 「

辰
巳
（
た
つ
み
）
天
井
、
午
（
う
ま
）
尻
下
が

り
、
未
（
ひ
つ
じ
）
辛
抱
、
申
酉
（
さ
る
と
り
）
騒

ぐ
。
戌
（
い
ぬ
）
笑
う
、
亥
（
い
）
固
ま
る
、
子
（

ね
）
は
繁
栄
、
丑
（
う
し
）
つ
ま
ず
く
、
寅
（
と
ら

）
千
里
を
走
り
、
卯
（
う
）
跳
ね
る
」
と
い
わ
れ
ま

す
。 

平
成
二
十
八
年
、
ど
の
よ
う
に
騒
ぐ
の
で
し

ょ
う
か
。 

申
年
で
す
か
ら
、
申
の
語
源
で
あ
る
神

様
に
委
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

◇
毎
年
、
干
支
に
ち
な
ん
だ
、
書
初
め
を
し
て
い
ま

す
が
、
来
年
は
、「
申
」
の
文
字
の
入
っ
た
漢
字
を

使
っ
た
熟
語
を
認
（
し
た
た
）
め
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。 

「
神
喜
（
じ
ん
ぎ
）」
と
「
共
伸
（
き
ょ

う
し
ん
）」
で
す
。 

「
神
喜
」
は
、
神
様
を
喜
ば

す
心
で
日
々
の
生
活
を
過
ご
し
暮
ら
し
、
そ
の
こ
と

が
、
や
が
て
、
人
々
が
笑
み
栄
え
、
地
域
も
栄
え
て

い
く
と
い
う
意
味
で
、
私
の
造
語
（
ぞ
う
ご
）
で
す

。 

宮
司
プ
レ
ス
百
六
号
百
八
号
に
も
詳
し
く
記
述

し
ま
し
た
が
、
今
あ
る
命
に
感
謝
し
、
自
然
を
大
切

に
人
々
と
の
交
流
を
大
事
に
暮
ら
す
、「
共
に
生
き

る
」
で
す
。 

そ
し
て
、
明
る
く
前
向
き
な
気
持
ち

を
も
っ
て
日
々
を
楽
し
み
、
新
し
い
も
の
を
つ
く
り

だ
す
、「
共
に
生
む
」
で
す
。 

共
に
生
き
共
に
生

む
、
共
生
の
生
活
こ
そ
が
、
共
存
共
栄
の
道
の
り
で

、
「
共
に
伸
び
る
」
「
共
伸
（
き
ょ
う
し
ん
」
な
の

で
す
。 

こ
れ
も
私
の
造
語
で
す
。 

「
神
喜
心
」

「
共
伸
」
、
何
れ
も
、
一
月
二
日
に
書
初
め
を
し
ま

す
。 

◇
セ
カ
ン
ド･

マ
シ
ン
エ
イ
ジ
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

４
．
０
、
時
代
は
日
進
月
歩
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
革

し
流
れ
て
い
こ
う
と
も
、
ど
ん
な
時
に
も
、
神
様
が

き
っ
と
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
る
、
日
本
人

の
勇
気
、
「
神
信
心
」
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

朝
に
祈
り
夕
べ
に
感
謝
と
い
う
、
拝
神
（
は
い
し
ん

）
、
神
前
に
屈
伸
す
る
、
敬
神
生
活
こ
そ
、
申
年
の

申
の
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
、
「
神
信
心
」
な
の

で
す
。 

来
る
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
く
清

ら
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

 

◆
彦
島
八
幡
宮 

＊
十
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

◆
貴
布
禰
神
社 

＊
十
一
月
一
日 

▼
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日 

▼
龍
宮
神
社
例
祭 

＊
十
一
月
三
日 

▼
大
注
連
縄
（
お
お
し
め
な
わ
）
お
ろ
し 

 

◆
彦
島
八
幡
宮 

＊
十
二
月
六
日 

 

◆
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
十
二
月
十
三
日 

 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
参
拝 

 

＊
十
二
月
十
六
日 

▼
朝
粥
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 

▼
天
長
祭 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

▼
除
夜
祭
、
大
祓
式 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

◇
十
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
維
蘇
志
会
例
会 

＊
十
二
月
十
二
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会 

 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

◆
亀
山
八
幡
宮
竹
中
宮
司
勤
続
五
十
年
祝
賀 

 
 
 

会 

＊
十
二
月
四
日 

 
 

◆
身
分
詮
衡
（
み
ぶ
ん
せ
ん
こ
う
）
委
員
会
、 

神
社
庁
役
員
会 

＊
十
二
月
十
六
日 

 
 

◆
小
月
神
社
渡
邉
宮
司
通
夜
祭
参
列 

 
 
 

＊
十
二
月
二
十
二
日 

 

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◆
人
権
相
談 

＊
十
一
月
二
日 


